
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月１７日 

学校名  福井市森田小学校   

校長氏名  谷口 政則     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

  ①森田地区の環境について学習します。 

  ②学校で節電・節水・ごみの減量に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

   ・５年･･･九頭竜川や芳野川などの身近な環境について調べ、環境をよりよくする取 

り組みについて考え、実行します。 

        地域に環境を守る呼びかけをするための看板づくりをします。 

        給食の廃油を使ったエコキャンドル作りをします。 

 

② 節電・節水・ごみの減量の取り組み 

    ・環境委員会で休み時間に見回りをし、節電・節水を呼びかけます。 

    ・環境委員会でごみの分別についての呼びかけをしたり、ごみを集める際に小さく 

まとめたりすることで、環境にやさしい学校を目指します。 

    ・今年度から新設した栽培委員会が中心となってゴーヤを育て、校舎の窓に緑のカ

ーテンを作ります。また学級で花を育て、それを教室に飾り、植物に親しむこと

ができる環境を作ります。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

５年生の環境学習では、地域の人々や自然と触れ合う活動を通して、人・もの・こと・ 

社会・自然などと自分とのつながり・かかわりに関心をもち、それらを尊重し大切にし

ようとする態度を育てる。 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市森田小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①森田地区の環境について学習します。 

②学校で節電・節水・ごみの減量に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境教育 

「森田環境探偵団」（５年） 

・給食の廃油を使ったエコキャンドルづくりを行い、地域のイベントで展示しました｡ 

・外部講師を招き、九頭竜川に住む生き物について学びました。 

・地域の自然環境について調べ学習を行い、調べた内容や自分たちの考えを地域の方

に発信しました。 

   「サクラマスを育てる」（４年） 

    ・九頭竜川に多く生息しているサクラマスの卵をもらい、     

ふ化させ、育てています。今後、育てたサクラマスを九    

頭竜川に放流したいと考えています。 

・毎日水槽の水温測定や成長の観察を行い、気づいたこと 

等を観察ノートに記録しました。 

② 節電・節水の取組 

「環境委員会での節電・節水の取組」 

    ・環境委員会で大休み・昼休みに節電・節水の見回りを行いました。 

    ・節水のための取組として、コップ１杯の水で、はみがきを行うことを呼びかけまし 

た。学級ごとに、できたかどうかのチェックを行い、節水への意識を高めました。 

  「栽培委員会が行った取組」 

・本年度栽培委員会が中心となって鉢植えや水やりを行 

い、アサガオの緑のカーテンを作りました。その後、 

リースを作り、玄関や特別活動室に飾りました。 

・ペチュニアを育て、各教室に飾りました。現在、パンジ 

ーやチューリップも育てており、花が咲いたら教室や玄   

関に飾りたいと考えています。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、５年生の環境教育では九頭竜川や九頭竜川に住むアラレガコなど、身近な環

境について学びました。環境について調べたことや考えたことを、地域の方に発表する機会

を設けることで、周囲の環境や他の生物との関わり合いについて理解を深めていました。 

（相互性・多様性） 
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 【具体的効果】 

① 九頭竜川などの身近な自然環境について学んだり、生き物を育てたりすること

で、進んで自分たちの住む地域の環境をよくしようという意識が高まりました。

また、環境学習の発表の際、地域の方から「子ども達がこんなに頑張っている。

我々大人が作った負の遺産（環境破壊）に対し、いろいろな世代が関わって積極

的に改善のための行動をおこさないといけない」とのコメントをいただきました｡

環境に対する取組は、ある一部の世代だけのものではないということに気づくき

っかけともなりました。 

② 委員会活動での見回りや呼びかけを行ったことで、一人一人が節電・節水に取り

組もうとする意識が育ってきました。また、月の電気使用量も減ってきており、

目に見える成果も得られました。 

教室等に花を飾ることで、学校全体の雰囲気が明るくなりました。 

【改善点】 

・環境学習の発表会を行ったときに、発信する相手が限定的であったので、もっと広

く地域の方々や、九頭竜川地域に住む森田以外の地区とも連携し、お互いの取組を

交流し合う活動が考えられたらと思っています。 


